
本
書
は
一
九
七
九
年
に
Ｚ
フ
ン
ス
極
東
学
院
Ｂ
Ｏ
Ｂ
⑦
時
騨
肩
己
め
。
Ｑ
‐

固
斡
乱
冒
。
‐
○
国
①
具
）
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
「
中
国
天
台
宗
の
源
流
」

と
い
う
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
。
著
者
ポ
ー
ル
・
了
一
ン
（
勺
曾
巳
冨
樹
‐

且
口
）
氏
の
パ
リ
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
公
刊
で
あ
る
と
い
う
。
著

者
は
か
っ
て
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
（
喝
．
ロ
①
日
ぶ
ぐ
畠
の
）
教
授
の
も
と
で
中
国

佛
教
を
研
究
し
、
現
在
は
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
・
オ
ー
ト
ゼ
チ
ュ
ー
ド
（
胃
ｇ
①

勺
拭
胃
臼
ロ
の
号
⑫
国
Ｐ
目
＄
両
目
号
砂
）
の
ソ
ワ
イ
ミ
エ
（
旨
．
の
○
『
冒
諒
）

教
授
の
も
と
に
在
っ
て
、
敦
煙
文
献
の
研
究
や
そ
の
目
録
作
成
に
従
事
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。

序
文
に
よ
れ
ば
、
南
岳
慧
思
の
著
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
大
乗
止
観
法

門
が
中
国
に
お
い
て
出
現
・
流
布
し
た
正
確
な
時
期
を
調
べ
る
過
程
で
、

著
者
は
多
く
の
問
題
に
出
遭
っ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
問
題
の
複
雑
さ
に
直
面

句
ｐ
戸
」
】
自
律
の
堵
渭
璃
》

〈
《
闇
四
首
①
ｇ
岸
四
弓
扁
号
西
日
四
弾
函

●

（
、
」
ｑ
ｌ
ｑ
『
『
）
》
や

Ｉ
㈲
筋
目
侭
日
隅
号
匿
悶
ｏ
扇
ｇ
且
号
昼
扁

の
ロ
目
白
開
・
ロ
弓
置
貝
巴
Ｉ

凸
■
□

I

山
野
俊
郎

し
た
著
者
は
、
ソ
ワ
イ
ミ
エ
教
授
の
助
言
を
得
て
、
慧
思
の
生
涯
と
著
作

に
つ
い
て
徹
底
的
な
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に
著
者

の
本
格
的
な
慧
思
研
究
の
動
機
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
元
来
、
欧
米
人
に
よ

る
中
国
佛
教
の
教
理
面
で
の
研
究
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ

る
が
、
中
国
天
台
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
書
と
し
て
、
本
書
は
実
に
一

九
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ヴ
ィ
ッ
ッ
（
Ｆ
①
○
口
国
ｐ
Ｈ
ご
‐

§
）
氏
の
負
。
ｐ
旨
山
（
智
額
）
“
皆
］
旨
曾
○
目
。
武
○
冒
さ
昔
の
巨
詩

四
目
局
①
勝
旦
四
ｏ
宮
口
①
、
。
切
口
＆
巨
牌
昌
○
目
）
〕
以
来
の
も
の
で
あ
る
。

他
に
序
文
・
結
論
・
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
索
引
・
目
次
が
付
さ
れ
、

巻
末
に
は
続
高
僧
伝
・
佛
祖
統
紀
な
ど
の
伝
記
資
料
に
お
け
る
慧
思
関
係

の
原
文
が
大
正
蔵
経
か
ら
転
載
さ
れ
て
お
り
、
哀
た
巻
頭
に
は
播
磨
一
乗

寺
所
蔵
の
十
一
世
紀
の
慧
思
の
肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ

本
書
の
構
成
を
見
て
み
る
に
、
お
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
一
章

第
二
章

六
世
紀
の
中
国
（
政
治
及
び
文
化
史
）

慧
思
の
生
涯
（
宮
○
四
眉
巨
の
）
と
慧
思
伝
（
冒
唱
○
四
§
‐

ロ
』
①
）

慧
思
の
著
作
の
真
偽

中
国
佛
教
の
誕
生

慧
思
の
思
想
“
諸
学
派
と
の
関
係

『
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
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ま
ず
第
一
章
で
は
、
歴
史
的
背
景
と
思
想
的
背
景
よ
り
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
南
岳
慧
思
（
五
一
五
’
五
七
七
）
の
生
ま
れ
た
翌
年
の
五
一

六
年
に
は
洛
陽
永
寧
寺
九
層
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
霊
太
后
の
も
と
に
北

魏
佛
教
は
最
盛
期
を
誇
っ
て
い
た
が
、
五
二
八
年
に
は
爾
朱
栄
に
よ
っ
て

洛
陽
朝
廷
粛
清
の
軍
が
差
し
向
け
ら
れ
、
霊
太
后
・
幼
主
以
下
千
三
百
余

人
が
殺
教
さ
れ
た
。
北
魏
が
束
・
西
両
魏
に
分
裂
し
た
の
は
五
三
四
年

（
慧
思
二
○
歳
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
四
七
年
に
は
侯
景
の
叛
乱
に
よ
り

河
南
一
帯
は
戦
場
と
化
し
、
さ
ら
に
五
五
四
年
に
は
江
陵
に
あ
っ
た
元
帝

政
権
が
西
魏
軍
の
攻
撃
に
よ
り
壊
滅
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
東
魏
（
北
斉
）

・
西
魏
（
北
周
）
・
陳
の
三
国
鼎
立
の
状
況
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
国
境
付

近
は
兵
刃
の
場
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
伝
記
に
よ
れ
ば
、
慧

思
は
そ
の
若
き
日
に
都
市
の
廃
嘘
に
あ
っ
て
修
道
に
励
み
、
一
五
歳
で
出

家
し
て
よ
り
後
、
河
南
に
在
っ
て
諸
州
を
遊
行
し
諸
大
禅
師
を
遍
歴
し
て

お
り
、
五
四
八
年
（
慧
思
三
四
歳
）
以
降
は
充
州
（
山
東
省
）
↓
信
州
（
河
南
省
）

↓
郭
州
（
湖
北
省
）
↓
光
州
大
蘇
山
（
河
南
省
）
↓
南
岳
衡
山
（
湖
南
省
）
と
移

動
し
て
い
る
。
伝
記
資
料
は
慧
思
の
移
動
と
政
治
的
・
社
会
的
変
動
と
の

関
係
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ら
な
い
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
が
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
移
動
は
偶
然
の
出
来
事
で
は
あ
り
得
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。

慧
思
の
思
想
面
へ
影
響
し
た
も
の
と
し
て
は
、
清
談
・
玄
学
及
び
道
教

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
清
談
の
風
潮
は
彼
の
思
想
に
二
つ
の
影
響
を
与
え

た
と
著
者
は
見
て
い
る
。
中
国
で
は
社
会
秩
序
に
対
す
る
要
求
か
ら
個
人

の
「
分
」
と
い
う
考
え
方
が
尊
重
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
国
固
有
の
思
想
は

後
に
佛
教
の
因
果
応
報
・
輪
廻
の
説
を
補
強
す
る
も
の
と
な
る
。
佛
教
者

は
清
談
に
お
い
て
「
分
」
と
い
う
考
え
方
を
輪
廻
・
因
果
応
報
説
に
よ
っ

て
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
慧
思
の
思
想
に
見
得
る
と
い
う
。

ま
た
、
対
話
形
式
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
清
談
の
方
法
が
、
彼
の
著
作
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
次
に
玄
学
は
有
・
無
・
体
・
用
な

ど
の
用
語
に
よ
っ
て
本
体
論
的
思
索
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
、
佛
教
の

空
と
老
荘
の
無
の
思
想
の
類
似
か
ら
、
佛
教
者
は
長
く
玄
学
の
理
論
を
利

用
し
て
い
た
。
慧
思
の
思
想
と
玄
学
の
そ
れ
と
を
混
同
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
彼
の
「
一
心
」
の
説
に
見
る
如
く
、
彼
も
本
体
論

的
思
索
に
き
わ
め
て
熱
心
で
あ
り
、
玄
学
と
同
様
の
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
に
道
教
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
慧
思
の
立
誓
願
文
に
は
、
長
寿
へ
の
願
い
や
不
死
を
得
る
た
め
の
仙
薬

や
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
晋
の
葛
洪
や
そ
の
後
継

者
た
ち
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

第
二
章
で
は
、
ま
ず
慧
思
の
伝
記
資
料
と
し
て
立
誓
願
文
以
下
十
一
部

を
紹
介
し
た
後
、
続
高
僧
伝
・
習
禅
篇
に
収
め
ら
れ
る
彼
の
伝
記
の
完
訳

を
掲
げ
、
次
い
で
佛
祖
統
紀
な
ど
後
世
の
伝
記
資
料
に
よ
っ
て
彼
の
伝
記

上
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
論
じ
て
い
る
。

慧
思
の
伝
記
資
料
の
う
ち
一
次
資
料
と
し
て
立
誓
願
文
・
続
高
僧
伝

（
道
宣
編
．
六
四
五
年
）
及
び
大
唐
内
典
録
（
道
宣
編
・
六
六
四
年
）
の
三
部
を

挙
げ
、
ま
た
二
次
資
料
と
し
て
晴
天
台
智
者
大
師
別
伝
（
潅
頂
撰
・
六
○
一

年
）
・
弘
賛
法
華
伝
（
恵
詳
・
六
六
七
年
）
・
法
華
伝
記
（
僧
詳
）
・
景
徳
伝
灯

録
（
道
原
・
一
○
○
四
年
）
・
天
台
九
祖
伝
（
士
衡
一
二
○
八
年
）
・
佛
祖
統

紀
（
志
盤
・
三
天
九
年
）
・
佛
祖
歴
代
通
載
（
念
常
・
一
三
四
一
年
）
及
び
神

僧
伝
（
一
四
一
七
年
）
の
八
部
を
挙
げ
、
そ
の
各
衣
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

ワq
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し
て
い
る
。
次
い
で
道
宣
に
よ
る
菩
思
の
伝
記
を
そ
の
記
述
に
従
っ
て

「
慧
思
の
少
年
・
青
年
期
」
〔
五
一
五
’
五
三
○
〕
・
「
最
初
の
神
秘
体
験
」

〔
五
三
○
’
五
三
六
〕
以
下
「
慧
思
の
著
作
」
ま
で
の
一
五
節
に
分
け
、
そ
の

各
々
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
掲
げ
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
慧
思
の
伝
記
は
六
世
紀
以
降
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て

佛
教
や
道
教
の
民
間
伝
承
な
ど
を
も
取
り
込
ん
で
、
慧
思
を
佛
陀
の
相
を

備
え
神
通
力
を
有
し
不
可
思
議
な
奇
跡
を
行
っ
た
聖
人
と
し
て
描
き
、
そ

の
人
格
・
生
涯
を
潤
色
し
讃
美
す
る
極
め
て
宗
教
色
の
濃
い
も
の
へ
と
変

形
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
宮
○
四
砦
巨
①
が
冒
唱
○
唱
名
亘
①

へ
と
変
形
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
事
実
が
前
記
の
八
部

の
二
次
資
料
に
見
ら
れ
る
と
し
、
著
者
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
主
に
し
て
、

彼
の
伝
記
上
の
問
題
点
と
し
て
、
⑩
法
華
信
仰
、
②
普
賢
信
仰
、
③
大
脈

入
山
と
三
蘇
と
の
出
遇
い
、
㈱
慧
思
の
三
生
説
話
、
⑤
南
岳
に
お
け
る
虎

と
泉
の
話
、
⑥
道
士
の
陰
謀
、
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
ず
い
に
お

い
て
、
後
世
の
冨
唱
ｏ
唱
息
言
の
の
作
者
は
、
慧
思
を
法
華
経
を
讃
美
す

る
法
華
行
者
の
モ
デ
ル
と
し
て
猫
こ
う
と
意
図
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た

道
宣
に
よ
る
慧
思
伝
も
方
等
三
味
の
図
式
に
従
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
彼
が
法
華
三
昧
の
す
等
へ
て
の
段
階
を
乗
り
越
え
、

遂
に
悟
り
に
到
達
し
た
こ
と
を
暗
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
序
文

及
び
結
論
参
照
）
。
次
に
③
で
は
彼
が
大
蘇
山
に
住
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
山
神
と
の
出
遇
い
の
話
を
通
し
て
、
佛
教
と
俗
信
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
④
に
お
い
て
は
、
彼
が
南
岳
入
山
後
に
公
表
し
た
彼
の
過
去
世

に
関
す
る
説
話
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
過
去
三
生
の
説
話
は
、
彼
が

既
に
浬
渠
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
著

者
は
見
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
の
根
拠
と
な
る
の
が
彼
の
法
華
経
安
楽
行

義
に
説
か
れ
る
三
慧
（
道
慧
・
道
種
菩
・
一
切
種
慧
）
の
説
’
三
慧
を
得
た

、
、

者
は
遅
く
と
も
三
生
の
間
に
三
世
の
一
切
諸
佛
の
法
を
具
足
す
る
と
い
う

説
ｌ
で
あ
る
と
い
う
（
結
論
参
照
）
。
ま
た
著
者
は
天
台
宗
の
種
・
熟
・

脱
の
説
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
で
は
、
彼
が
二
頭
の
虎

（
山
神
）
の
導
き
に
よ
っ
て
泉
を
発
見
す
る
と
い
う
話
に
、
著
者
は
中
国
の

民
俗
学
、
民
俗
宗
教
、
佛
教
神
話
な
ど
の
知
識
に
よ
っ
て
解
釈
を
加
え
て

い
る
。結
局
、
慧
思
の
伝
記
に
見
ら
れ
る
三
生
の
説
話
、
神
異
な
行
為
、
山
神

た
ち
と
の
交
わ
り
、
世
俗
権
力
の
拒
否
、
入
山
修
行
、
不
住
浬
築
の
精
神

な
ど
の
記
述
は
、
彼
を
菩
薩
の
理
想
像
と
し
て
猫
こ
う
と
意
図
し
た
も
の

で
あ
り
、
中
国
の
聖
人
の
偉
大
な
系
統
の
中
に
位
世
づ
け
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
ま
ず
慧
思
の
著
作
に
言
及
し
た
目
録
を
紹
介
し
、
次
い

で
大
乗
止
観
法
門
、
立
誓
願
文
、
及
び
受
菩
薩
戒
儀
の
作
者
の
真
偽
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
著
者
は
七
世
紀
よ
り
十
三
世
紀
に
至
る
ま
で
の
十
種
の
目
録
を
丹

念
に
調
べ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
調
査
に
よ
っ
て
慧
思
に
帰
せ
ら
れ
る

著
作
の
出
現
と
散
失
の
時
期
が
確
か
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
続
高
僧
伝

（
六
四
五
年
）
・
大
唐
内
典
録
（
六
六
四
年
）
・
弘
賛
法
華
伝
（
六
六
七
年
）
・
伝

教
大
師
将
来
台
州
録
（
八
○
五
年
）
・
円
仁
の
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法

目
録
及
び
入
唐
新
求
聖
教
目
録
・
天
台
宗
章
疏
（
九
一
四
年
）
・
景
徳
伝
灯

録
（
一
○
○
四
年
）
・
東
域
伝
灯
目
録
（
一
○
九
四
年
）
・
天
台
九
祖
伝
（
二
一

○
八
年
）
・
佛
祖
統
紀
（
一
二
六
九
年
）
等
の
中
国
・
日
本
の
諸
著
の
記
述
に

80



よ
っ
て
、
結
局
彼
に
帰
せ
ら
れ
る
著
作
と
し
て
、
四
十
二
字
門
、
無
諄
行

門
（
諸
法
無
識
三
味
法
門
）
、
釈
論
玄
、
随
自
意
（
三
味
）
、
（
法
華
経
）
安
楽
行

義
、
次
第
禅
要
、
三
智
観
門
、
弘
誓
願
文
（
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
）
、
受

菩
薩
戒
文
、
四
十
二
字
開
義
、
臺
山
記
、
大
乗
止
観
（
法
門
）
の
十
二
部
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
現
存
す
る
も
の
は
六
部
の
み
で
あ
る
。
次
い
で

十
種
の
目
録
の
記
述
を
分
析
し
、
慧
思
の
著
作
と
し
て
疑
い
得
な
い
も
の

と
し
て
随
自
意
三
昧
、
諸
法
無
諄
三
昧
法
門
、
法
華
経
安
楽
行
義
の
三
部

を
挙
げ
、
か
つ
そ
れ
ら
の
三
つ
の
著
作
は
彼
が
南
岳
に
入
山
す
る
以
前
に

前
記
の
順
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

次
に
大
乗
止
観
法
門
の
帰
属
を
論
じ
て
い
る
。
本
書
は
上
記
の
諸
目
録

の
う
ち
天
台
宗
章
疏
（
九
一
四
年
）
の
そ
れ
に
お
い
て
初
め
て
登
場
す
る
が
、

そ
の
書
名
は
既
に
日
本
の
奈
良
時
代
の
目
録
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
る
に

本
書
に
付
さ
れ
る
遵
式
（
九
六
四
’
一
○
三
二
）
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書

の
存
在
は
中
国
に
お
い
て
は
二
世
紀
の
初
頭
ま
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
著
者
は
ま
ず
本
書
に
言
及
し
た
中
国
及
び
日
本
の
目
録
・
注
釈

書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
調
査
・
吟
味
し
て
い
る
。
中
国
の
資
料
と

し
て
は
、
遵
式
の
序
文
、
了
然
の
大
乗
止
観
宗
円
記
（
二
一
二
年
Ｎ
智

旭
（
一
五
九
九
’
一
六
五
五
）
の
大
乗
止
観
法
門
釈
要
、
及
び
諦
閑
の
大
乗

止
観
述
記
（
一
九
六
八
）
を
取
り
上
げ
、
ま
た
日
本
の
資
料
と
し
て
は
、
ま

ず
奈
良
時
代
の
目
録
（
大
日
本
古
文
書
、
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
所
収
）
を

挙
げ
、
次
い
で
円
珍
、
源
信
、
珍
海
、
証
真
、
日
蓮
、
貞
舜
等
の
記
述
に

言
及
し
て
い
る
。
従
来
、
本
書
の
慧
思
撰
述
説
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
、

そ
の
内
容
が
菩
思
の
他
の
著
作
の
そ
れ
と
一
致
し
な
い
こ
と
、
彼
が
見
得

な
か
っ
た
は
ず
の
大
乗
起
信
論
の
所
説
が
本
書
中
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
る

こ
と
、
彼
の
随
自
意
三
味
は
地
論
の
教
説
を
採
用
し
て
い
る
が
本
書
は
む

し
ろ
摂
論
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
古
来
一
方
で
本
書
が
摂
論
宗

の
曇
遷
（
五
四
二
’
六
○
七
）
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
る
に
、
著
者
は
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
新
た
な
視
点
か
ら
問

題
を
提
起
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
慧
思
の
④
随
自
意
三
味
、
⑧

諸
法
無
靜
三
味
法
門
、
◎
法
華
経
安
楽
行
義
の
三
書
の
内
容
を
吟
味
し
、

そ
れ
ら
は
慧
思
の
南
岳
入
山
以
前
の
著
作
で
あ
り
、
か
つ
④
↓
⑧
↓
◎
の

過
程
に
彼
の
思
索
の
進
展
が
見
ら
れ
る
と
述
・
へ
、
慧
思
の
思
想
の
進
化
と

い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
大
乗
止
観
法
門
を
彼
の
南
岳
入
山
以
後
の
著
作
で

あ
る
と
も
見
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場

合
、
大
乗
起
信
論
が
世
に
出
て
よ
り
二
○
年
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

彼
は
そ
れ
を
学
習
し
得
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
結
論
を
保
留
し
、

問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
慧
思
・
曇
遷
・
智
頒
の
思
想
の
徹
底
的
な
比
岐

研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

次
に
立
誓
願
文
は
従
来
か
ら
著
者
の
真
偽
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
為

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
最
初
に
記
録
さ
れ
る
の
は
道
宣
の

大
唐
内
典
録
（
六
六
四
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
ま
ず
恵
谷

隆
戒
氏
の
「
南
岳
慧
思
の
立
誓
願
文
は
偽
作
か
」
（
一
九
五
八
年
）
を
取
り

上
げ
、
そ
の
所
論
を
紹
介
し
つ
つ
反
論
を
加
え
る
。
次
い
で
著
者
自
身
の

仮
説
が
述
ぺ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
と
智
頻
の
天
台
智
者
大
師
発
願

文
と
の
比
較
を
通
し
て
、
本
書
の
一
部
（
②
四
六
・
七
八
八
ｃ
二
八
’
七
八
九

ａ
一
五
）
が
そ
の
原
型
の
部
分
で
あ
る
と
推
察
し
、
そ
の
立
誓
願
文
の
核
の

部
分
に
、
後
に
信
心
深
い
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
恐
ら
く
ま
ず
慧
思
の
伝
記

の
部
分
が
、
南
岳
思
禅
師
伝
（
智
顎
撰
・
現
存
せ
ず
）
の
記
述
に
基
づ
い
て
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加
筆
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
弥
勒
信
仰
・
弥
陀
信
仰
な
ど
の
様
之
な

要
素
が
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
と
見
る
。
そ
し
て
後
世
の
加
筆
の

部
分
は
、
基
本
的
に
は
慧
思
の
思
想
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
著
者
は
、
慧
思
に
お
い
て
は
禅
定
が
必
ず
菩
薩
の
誓
願
と
歩
み
を
共

に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
ｌ
こ
れ
は
立
誓
願
文
の
主
題
で
も
あ
る
Ｉ

を
述
べ
、
そ
の
具
体
的
な
記
述
を
随
自
意
三
昧
・
諸
法
無
諄
三
味
法
門
・

法
華
経
安
楽
行
義
の
三
害
の
各
左
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
三
言
の
思
想
と
立
誓
願
文
の
主
題
が
一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

立
誓
願
文
が
本
質
的
に
慧
思
の
著
作
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
結
論
し
て

い
る
。次
に
受
菩
薩
戒
儀
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
主
と
し
て
関

口
真
大
博
士
の
研
究
に
基
づ
い
て
論
述
を
進
め
て
い
る
。
諸
種
の
菩
薩
戒

本
の
う
ち
達
磨
本
、
南
岳
本
、
北
宗
禅
系
統
の
大
乗
無
生
方
便
門
、
天
台

宗
系
の
十
二
門
戒
儀
、
及
び
敦
燵
出
土
の
Ｓ
本
一
○
七
三
号
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
南
岳
本
」
と
称
さ
れ

る
受
菩
薩
戒
儀
は
慧
思
の
著
作
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
慧
思
の
行
動
や
思
想
と
の
関
わ
り
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

主
と
し
て
鳩
摩
羅
什
以
降
の
中
国
佛
教
の
進
展
を
説
明
し
て
い
る
。
著
者

は
こ
こ
で
、
塚
本
善
隆
・
横
超
慧
日
・
湯
用
形
・
Ｆ
ｏ
ｐ
国
日
ぐ
胃
等
の

諸
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て
論
述
を
進
め
て
い
る
。

弘
治
三
年
（
四
○
一
）
に
長
安
に
入
っ
た
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
’
四
○
九
？
）

は
竜
樹
・
中
観
佛
教
を
紹
介
し
、
彼
以
前
の
格
義
佛
教
の
あ
い
ま
い
さ
を

一
掃
し
た
。
彼
は
中
国
天
台
宗
の
思
想
的
基
盤
と
な
る
妙
法
蓮
華
経
を
も

訳
出
し
て
お
り
、
羅
什
の
思
想
は
慧
文
の
仲
介
を
経
て
惹
思
に
継
承
さ
れ

た
と
い
う
。
次
い
で
中
国
佛
教
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物

と
し
て
僧
肇
を
取
り
上
げ
、
肇
論
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
次
に
南
北

朝
時
代
の
中
国
南
地
に
お
け
る
佛
教
の
傾
向
が
語
ら
れ
る
。
ま
ず
、
佛
教

と
朝
廷
の
関
係
に
つ
い
て
湯
用
形
氏
の
所
説
を
紹
介
し
、
次
い
で
当
時
盛

ん
に
研
究
さ
れ
た
浬
藥
経
と
成
実
論
に
言
及
し
、
三
論
宗
の
僧
朗
・
僧
詮

・
法
朗
・
吉
蔵
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
南
地
に
お
け

る
反
佛
教
思
想
家
と
し
て
、
神
滅
論
の
著
者
で
あ
る
誼
槇
と
論
佛
教
表
を

著
わ
し
た
筍
済
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
次
い
で
著
者
は
南
北
朝
時
代
の

南
北
両
地
の
学
風
の
相
異
に
つ
い
て
横
超
慧
日
博
士
の
所
説
に
基
づ
き
、

南
地
の
重
講
軽
禅
・
北
地
の
重
禅
軽
講
の
傾
向
を
述
、
へ
、
北
地
の
佛
教
に

関
し
て
禅
・
浄
土
・
三
階
の
三
宗
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
、
ま
た
弥
勒

信
仰
に
も
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
五
七
四
年
か
ら
五
七
七
年
に
至
る
北

周
武
帝
の
廃
佛
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

第
五
章
は
、
慧
思
の
著
作
の
真
偽
の
調
査
（
第
三
章
）
、
慧
思
当
時
の
中

国
の
佛
教
の
状
況
の
概
説
（
第
四
章
）
を
承
け
て
、
彼
の
思
想
内
容
の
分
析

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
こ
で
慧
思
の
思
想
を
「
禅
定
」
と
「
慧
」

の
両
面
か
ら
考
察
し
、
次
い
で
彼
の
思
想
の
独
創
性
を
解
明
し
て
い
る
。

著
者
は
慧
思
の
思
想
の
中
心
テ
ー
マ
を
禅
定
で
あ
る
と
し
、
ま
ず
④
随

自
意
三
昧
、
⑧
諸
法
無
靜
三
昧
法
門
、
◎
法
華
経
安
楽
行
義
の
三
部
の
著

作
に
お
け
る
禅
定
思
想
の
展
開
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
③
⑧

は
漸
悟
（
次
第
行
）
を
主
張
し
、
諸
法
実
相
は
息
↓
身
↓
心
、
も
し
く
は
息

↓
心
↓
身
の
観
察
の
過
程
を
通
し
て
把
捉
さ
れ
る
が
、
一
方
。
で
は
頓
悟

（
非
次
第
行
）
に
よ
っ
て
実
相
に
到
達
す
る
理
想
的
な
方
法
が
示
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
⑧
⑧
に
お
い
て
も
息
・
身
・
心
の
観
察
の
う
ち
心
の
観
察
が
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主
と
さ
れ
る
が
、
。
で
は
ほ
と
ん
ど
専
ら
一
心
の
観
察
の
み
が
説
か
れ
、

そ
こ
で
の
実
相
の
把
捉
は
．
心
」
・
コ
学
」
・
「
一
念
」
・
コ
時
」
に
お

い
て
成
就
さ
れ
る
と
い
う
。
か
く
て
著
者
は
三
書
に
お
け
る
禅
定
の
方
法

を
吟
味
し
、
頓
悟
は
漸
悟
に
優
る
と
い
う
慧
思
の
観
点
か
ら
、
④
↓
⑧
↓

◎
の
順
序
で
彼
の
禅
定
思
想
は
進
展
し
、
無
相
行
を
説
く
⑨
に
至
っ
て
極

み
に
達
し
た
の
で
あ
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。

次
に
菩
思
の
禅
定
の
目
的
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
の
禅
定
の
実
践

は
哲
学
体
系
を
組
織
す
る
た
め
で
も
な
け
れ
ば
、
抽
象
的
な
観
念
論
に
沈

潜
す
る
た
め
で
も
な
く
、
そ
れ
は
大
忍
を
成
就
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
彼
の
法
華
三
昧
は
有
相
行
と
無
相
四
安
楽
行
か
ら
成
る
が
、
後

者
の
第
一
が
正
慧
離
著
安
楽
行
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
三
忍
慧
（
衆

生
忍
・
法
性
忍
・
神
通
忍
Ⅱ
大
忍
）
の
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
三
忍

慧
の
う
ち
法
性
忍
は
菩
薩
と
二
乗
の
共
有
物
で
あ
っ
て
、
慧
思
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
未
だ
に
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
不
足
し
て
い
る
も
の
は
神
通

力
、
頓
覚
及
び
衆
生
済
度
の
決
意
で
あ
る
。
逆
に
こ
の
三
つ
の
要
素
こ
そ

大
忍
の
特
質
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
忍
の
独
創
性
か
つ
困
難
さ
が
あ
る
と
い

う
。
慧
思
の
禅
定
は
頓
悟
に
よ
っ
て
速
や
か
に
菩
提
に
至
り
、
神
通
力
を

盤
て
大
忍
を
成
就
し
、
衆
生
済
度
の
菩
薩
の
誓
願
に
向
か
わ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
か
つ
、
彼
が
菩
提
を
求
め
神
通
力
の
雅
得
を
願

っ
た
の
は
彼
の
エ
、
コ
イ
ズ
ム
の
た
め
で
は
な
く
、
他
者
救
済
の
活
動
の
た

め
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
思
想
と
生
涯
の
中
心
が
あ
っ
た
、
と
著
者
は
見

て
い
る
。

次
に
慧
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
慧
思
の
思
想
に
重
要
な
影

響
を
与
え
た
経
典
と
し
て
、
大
品
般
若
経
及
び
法
華
経
を
取
り
上
げ
、
前

者
に
つ
い
て
は
般
若
皆
空
の
智
慧
と
慈
悲
と
を
同
時
に
所
有
す
る
菩
薩
の

理
想
像
を
述
べ
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
佛
陀
の
永
遠
性
、
菩
薩
精
神
、

一
乗
説
な
ど
の
教
説
に
言
及
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
慧
思
の
佛
道

に
お
い
て
は
、
禅
定
も
智
慧
も
共
に
そ
れ
自
身
が
最
終
目
的
な
の
で
は
な

く
、
両
者
は
必
ず
菩
薩
を
衆
生
済
度
の
誓
願
へ
と
向
か
わ
し
め
る
の
で
あ

る
。
大
品
般
若
経
と
法
華
経
の
理
想
を
追
求
す
る
慧
思
に
と
っ
て
、
禅
定

・
智
慧
及
び
菩
薩
の
誓
願
の
三
者
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
彼
が
三
者

の
中
の
い
ず
れ
か
を
語
る
時
、
そ
こ
に
は
他
の
二
者
が
必
然
的
に
含
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
次
い
で
著
者
は
慧
思
の
思
想
と
三
論
学
派
及

び
摂
論
学
派
の
そ
れ
と
の
関
わ
り
に
言
及
し
て
い
る
。
三
論
学
派
は
否
定

的
論
理
に
よ
っ
て
実
相
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
方
法
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
し
か
る
に
慧
思
の
採
用
し
た
三
智
（
一
切
智
・
道
種
智
・
一
切

種
智
）
の
シ
ス
テ
ム
は
実
相
へ
の
接
近
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
真
理
は
三
者
の
各
為
に
お
い
て
見
出
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
各
灸

に
他
の
二
者
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
後
に
智
韻
は
円
融
三

諦
と
い
う
言
葉
で
明
確
に
定
義
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
三
諦
説
は
空
に

新
た
な
意
味
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
空
を
慧
思
は
第
一

義
空
・
中
道
第
一
義
空
・
空
空
・
大
空
な
ど
の
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
し
た

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
い
で
著
者
は
慧
思
の
諸
法
実
相
へ
の
心
理
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
に
言
及
し
、
そ
こ
に
は
摂
論
学
派
の
理
論
と
の
類
似
が
認
め

ら
れ
る
が
、
禅
定
を
第
一
と
す
る
彼
は
単
な
る
観
念
論
や
精
神
現
象
学
に

陥
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

結
局
、
慧
思
の
智
慧
は
哲
学
的
組
織
に
向
か
う
も
の
て
は
な
く
、
む
し

ろ
よ
り
実
践
的
な
大
忍
へ
と
結
実
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
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の
執
着
を
完
全
に
離
れ
た
智
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
面
で
は
衆
生
を
救
済

せ
ん
と
す
る
誓
願
で
あ
り
、
か
っ
こ
の
二
面
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と

さ
れ
る
。
慧
思
に
お
い
て
は
、
こ
の
智
慧
の
二
面
性
こ
そ
が
重
要
な
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
思
想
の
独
創
性
が
あ
る
、
と
著
者
は
見
て
い
る
。
道

宣
が
慧
思
を
評
し
て
語
っ
た
「
定
慧
双
開
」
と
い
う
言
葉
は
そ
の
よ
う
な

意
味
に
お
い
て
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
結
論
参
照
）
。

第
六
章
で
は
、
ま
ず
立
誓
願
文
の
概
略
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容

の
問
題
点
に
つ
い
て
分
析
し
、
次
い
で
そ
の
全
訳
を
掲
げ
て
い
る
。

著
者
は
立
誓
願
文
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
弥
勒
到
来
へ
の
希
求
、

慧
思
の
発
心
、
及
び
衆
生
済
度
の
三
点
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
第
一
の
テ
ー

マ
に
関
し
て
著
者
は
、
立
誓
願
文
に
お
い
て
弥
勒
に
つ
い
て
は
頻
り
に
言

及
さ
れ
て
い
る
の
に
「
兜
率
天
」
の
名
称
が
一
度
も
出
て
こ
な
い
こ
と
、

「
阿
弥
陀
」
の
名
称
は
見
出
せ
な
い
が
「
浄
土
」
が
四
回
出
て
く
る
こ
と
、

あ
る
い
は
無
量
寿
経
の
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
を
模
倣
し
た
二
十
七
カ
条

の
誓
願
が
述
、
へ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
変
則
的
な
一
面
を
紹
介
し
、

本
書
で
は
弥
勒
の
「
兜
率
天
」
の
代
わ
り
に
「
浄
土
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
、
立
誓
願
文
に
は
、
入
山

し
て
俄
悔
・
修
禅
し
神
通
力
を
獲
得
し
た
い
と
の
希
望
が
繰
り
返
し
述
奪
へ

ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
神
通
力
に
関
す
る
記
述
は
四
十
九
回
も
見
出
せ
る

と
い
う
。
し
か
る
に
、
慧
思
が
神
通
力
の
獲
得
を
願
っ
た
の
は
、
ェ
。
．
の

為
で
は
な
く
衆
生
済
度
の
為
で
あ
る
こ
と
を
立
誓
願
文
は
強
調
し
て
お
り
、

こ
の
点
で
も
本
書
と
法
華
経
安
楽
行
義
の
間
の
密
接
な
関
係
を
推
察
し
う

る
、
と
著
者
は
論
じ
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
悪
比
丘
・
悪
論
師
た
ち
に
よ

る
慧
思
へ
の
迫
害
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
立
誓
願
文
は
彼
の
受
難

に
つ
い
て
、
五
四
八
年
（
慧
思
三
四
歳
）
か
ら
五
五
七
年
（
四
三
歳
）
に
至
る

十
年
間
に
四
度
の
事
例
を
記
録
す
る
が
、
こ
の
う
ち
第
三
回
目
の
受
難
の

経
験
に
よ
っ
て
、
彼
は
金
字
の
般
若
経
等
を
造
り
、
悪
比
丘
た
ち
を
回
心

せ
し
め
ん
と
の
誓
願
を
立
て
る
に
至
っ
て
い
る
。
著
者
は
こ
こ
に
彼
の
大

き
な
精
神
的
飛
躍
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
受
難
の
経
験
を
通
し
て
、
上

記
の
困
難
な
十
年
の
間
に
彼
の
宗
教
的
心
情
は
い
よ
い
よ
進
展
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
後
に
著
者
は
立
誓
願
文
の
内
容
を
「
序
」
・

「
慧
思
の
自
叙
伝
」
・
「
金
字
経
の
作
成
」
等
の
七
節
に
分
け
、
そ
の
各
々

の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
掲
げ
て
い
る
。
現
在
の
立
誓
願
文
の
テ
キ
ス
ト
は
そ

の
原
型
と
は
異
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
書
を
慧
思
の
実
践

的
理
論
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
こ
の
書

の
訳
出
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
慧
思
の
伝
記
と
著
作
に
対
す
る
基
礎
的
研
究
を
踏
ま
え
、
同
時

代
の
佛
教
史
的
背
景
に
留
意
し
つ
つ
、
広
い
視
野
の
中
で
彼
の
思
想
を
追

求
す
る
こ
と
に
よ
り
「
中
国
天
台
宗
の
源
流
」
を
探
ら
ん
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
卑
見
に
よ
れ
ば
、
慧
思
の
教
学
を
南
北
朝
期
末
と
い
う
中
国

佛
教
史
上
頗
る
有
意
義
な
時
代
に
位
置
づ
け
「
中
国
天
台
宗
の
源
流
」
を

探
ろ
う
と
す
る
場
合
、
著
者
の
研
究
に
加
え
て
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
異
っ

た
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
慧
思
当
時
の
佛
教

史
的
背
景
を
知
る
上
で
、
彼
の
同
時
代
の
資
料
で
あ
る
魏
害
の
釈
老
志
は

看
過
し
え
な
い
と
思
う
。
釈
老
志
の
記
述
と
立
誓
願
文
や
法
華
経
安
楽
行

義
の
忍
辱
行
に
関
す
る
教
説
を
併
せ
読
む
こ
と
に
よ
り
、
慧
思
の
感
覚
し

MI
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た
「
悪
世
」
の
あ
り
様
や
、
彼
を
迫
害
し
た
と
い
う
「
悪
比
丘
」
た
ち
の

姿
が
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
「
悪
世
」
に
生
き

る
彼
が
選
択
し
た
法
華
の
行
法
と
し
て
の
無
相
四
安
楽
行
は
、
た
と
え
ば

菩
提
達
磨
の
二
入
四
行
、
僧
稠
に
帰
せ
ら
れ
る
大
乗
心
行
論
の
二
種
門
の

行
、
曇
驚
の
二
種
廻
向
な
ど
と
共
に
同
時
代
的
な
行
法
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
ら
の
行
法
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
彼
の
無
相
四
安
楽
行
の
持
つ
意
味

が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
竺
道
生
以
来

の
頓
漸
二
悟
の
論
争
の
流
れ
の
中
で
、
法
華
経
に
よ
っ
て
頓
覚
を
主
張
し

た
慧
思
の
位
置
づ
け
が
試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
当

時
の
佛
教
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
、
彼
の
忍
辱
思
想
の
意
義
、
法
華
経
解

釈
の
特
異
性
、
智
度
論
の
受
容
（
四
諭
宗
の
問
題
）
、
あ
る
い
は
大
乗
思
想

の
昂
揚
、
教
判
の
問
題
な
ど
の
こ
と
が
ら
も
確
か
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

従
来
、
南
岳
慧
思
の
教
学
は
天
台
智
顎
と
い
う
視
座
か
ら
、
言
わ
ば
回

顧
的
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
慧
思
か
ら
智
頻
へ
と
い
う
中
国
天
台
宗

の
流
れ
の
な
か
で
、
智
顎
教
学
を
前
提
と
し
て
慧
思
の
思
想
を
見
て
ゆ
こ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
慧
思
の

教
学
は
ひ
と
ま
ず
智
甑
の
そ
れ
と
の
繋
が
り
を
離
れ
て
、
む
し
ろ
北
魏
末

よ
り
北
斉
に
至
る
中
国
北
地
の
佛
教
界
の
中
で
、
当
時
の
佛
教
者
・
佛
教

思
想
と
の
横
の
繋
が
り
に
お
い
て
虚
心
に
捉
え
直
さ
る
べ
き
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
作
業
こ
そ
中
国
天
台
宗
の
源
流
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
逆
に
智
甑
教
学
に
対
し
て
新
た
な
視
点
を
与
え
る

こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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